会　議　記　録
　高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定により，次のとおり会議記録を公表します。

	会 議 名
	平成２３年度第１回瀬戸・高松広域定住自立圏共生ビジョン懇談会

	開催日時
	平成２３年８月２日(火)　１３時３０分～１６時２０分

	開催場所
	高松市役所　１３階　大会議室

	講演および

議題
	講演　　 講師：工学院大学建築学部まちづくり学科特任教授
三好　勝則
演題：「瀬戸・高松広域定住自立圏におけるまちづくり
　　　～圏域マネジメント能力の強化～」
協議事項(１)　瀬戸・高松広域定住自立圏における新たな取組について
協議事項(２)　その他

	公開の区分
	　　■　公開　　□　一部公開　　□　非公開

	上記理由
	

	出席委員
	井原会長，嘉門副会長，関委員，佃委員，曽我部委員，好井委員，
吉田委員，宮本委員，佐伯委員，三井委員，岩瀬委員，熊委員

	傍 聴 者
	     ８９ 人　　

	担当課および

連絡先
	企画課（839－2135）


	会議経過および会議結果

	会議の概要は，次のとおりです。
【講演】　 講師：工学院大学建築学部まちづくり学科特任教授
三好　勝則
演題：「瀬戸・高松広域定住自立圏におけるまちづくり
　　　　　　　～圏域マネジメント能力の強化～」
【協議】
（会長）
協議事項の(１)瀬戸・高松広域定住自立圏における新たな取組についてでございますが，本懇談会としては，瀬戸・高松広域定住自立圏の特色を生かした，独自性のある施策を打ち出していきたいので，新たな取組について，三好先生の講演も踏まえ，積極的な御意見をいただきたいと思います。
まず，委員の方からは，新たな取組について事前に意見を出されているので，順次説明してもらいたいと思います。
（委員）

　　定住自立圏構想を考える時に，特に島を結ぶにはやはり高速ブロードバンドがないと，いろいろなことが難しいです。例えば高度医療の問題でも，やはりネットワークがあれば遠隔医療の診断ができるけれどもないとなかなかできません。特に福祉，教育，医療においては，やはりネットワークを整備することによって均一なサービスをすることができます。定住自立圏内の情報システムを共同利用することによって，いろんなサービスがあると思っています。
（会長）
　　防災がらみや医療のことなど，いろいろなことがありますので，順次発言いただいて，全体を三好先生にまとめていただきたいと思います。

（委員）

現在のビジョンで，どんな取組があり，現在どういう状態にあるかという事業の評価をして，今回新しい取り組みをどう構築していくのか，ということを議論した方がいいと思います。
（会長）

このビジョンというのは１０年ぐらい続けようという構想ですから，毎回フォローアップしながら弱いところは補強していく息の長い取組をやろうと思っているので，委員の皆さんや今日来られている皆さん方が感じた点があれば，事務局の方にお寄せいただくということをお願いしたいと思います。
続きまして，離島のブロードバンド化について御説明お願いします。

（委員）

離島は，通信インフラというのは整っていません。そこに光を埋設するというのは，当然時間や費用がかかったりします。
インターネットで非常に地域が活性化している地域で，徳島の神山町が，「イン神山」というサイトを充実していまして，そんなふうに離島の方もなっていけばいいなと思っています。
（会長）

そこに暮らしている生活にどういう情報のインフラが必要なのか，しかもどういう情報を伝達するのか，そういうところを踏み込んだ議論をしないといけないので，もう少し検討したいと思います。次の委員お願いします。
（委員）

中心市と周辺町が独自にやっていたのではだめで，三好先生がおっしゃったように，いかに連携をしていくか，そういう視点で取組を見直して２７年までのロードマップ的なものが必要だと思うので検討していかなければならないと思います。

（会長）

もう少し中身の検討を現状認識をきちんとした上で，そこで暮らしている人の声も聞きながら対応していきたいと思います。次の委員お願いします。
（委員）

現在の施策を見ると，人の匂いがしない施策です。人間主体でないと魅力がなくなってしまいます。島と街と里が重層的に織り成す何か魅力のあるものを作りましょう，というのが大きなテーマだと思いますが，ビジョンに入っていないような気がします。
もう一つは，環境への配慮，自然資源とかエネルギーとかの切り口のものも入れる方がいいのではないかと思います。全国でも有数のまっ平らな土地で，面積も非常に小く，自転車の街として，それとエネルギーとどう絡めて考えるのか，多面的ないくつかの要素を組み合わせて考えていくべきではないかと思います。
（会長）

非常に独創的でユニークでおもしろい御意見だと思います。だんだんいいものを仕上げて実現していきたいと思うのですが，人の匂いがしないという，つまり年齢別に配慮しているか，男女別のこととか考えているのかということがあります。これは三好先生の話の中で，「住みたいところに住まう」という，そこに住んでいる人を中心に街を見ようとか，そういうことではないのかなと思います。ということで先生にコメントしていただけたらと思います。
（講師）

まさにビジョンというのは目標、目標というのは具体的目標でないと誰も理解できないので，ビジョンをより具体的に分かる形で示していかなければならないと思います。かつその時に今何が問題なのか，何をやらなければいけないのかというのが，まさにミッションのところに関わってくるのだと思います。そこのビジョンとミッションをうまくきちんと関連させて，ビジョンの何を具体的に議論しなければいけないのかということを，常に検証していくことが必要だと思います。

（会長）

どうもありがとうございました。それからエコ関係のこともありますが，これも公共交通も関わっているので，御発言お願いします。
（委員）

地域の悩みとか住民の要望や考えを聞く機会がないので，そこの地域に住んでいる人たちがどんな街に住みたいのか，どんな街づくりをしたいのかという，意見交換をするような機会があればいいと思います。
また，公共交通の利用促進につきましては，その地域にあった，交通ネットワークというのを確立していかないと公共交通利用の促進にはならないのではないかなと思います。
それから，環境負荷の少ない電気自動車とかありますが，電気を補充する場所がなかなかないので，例えば公共施設のホールとか，ある程度滞在時間のかかる施設に設置したらいいと思います。救急艇についても，この前の大震災とか津波の場合，海が使えない場合はどうするのか，ということも考えなければならないと思います。
（会長）

もっと望ましい公共交通に踏み込んでいけたらと思います。それから，意見交換の機会をどうしたらいいのか，具体的な提案があれば是非してもらいたいと思います。
（委員）

意見交換がたちまち難しいのであれば，少なくともその地域ごとに市町がどういう街づくりを目指しているのか，ビジョンだけでもお尋ねしたいと思うが，いかがでしょうか。

（会長）

それぞれの町で総合計画とかあります。情報交換して隣の町がどういうことを考えているのか勉強しなければならないです。地域固有の特徴，この地域ならではということを考えることが非常に大事であると思います。
（委員）

一方的に事業を行うばかりで，周辺５町の方がどのように感じているか，役に立てているのかお聞きしたいと思います。
（土庄町）

連携を実現するためには，何よりも相手のことをよく知り，その上で地域資源をいかに活用するか，またどのように解決するか一緒に考え，取り組みを決めていかなければならないと思います。そのためには牽引役である高松市が要望収集を的確に行っていただき，周辺町との情報共有を図りながら全体のマネジメントを進めていただけたらと思います。
（小豆島町）

やはり地域の力というのがこれから重要になってきます。自助公助共助の中で共助をどれだけ引き出せるかが重要になると思います。
（直島町）

この５町の中で，一番高松市から不便なところにあるのが直島町ということで，移動図書館については直島と高松だけの連携だったが，これは予想よりもすごい利用があるようでよかったなと実感しています。

（三木町）

いろいろな連携で助かっています。特にファミリーサポートセンター事業はありがたいと思っています。

（綾川町）

取り組んでいる４１事業の中で，綾川町は３５事業，参加をさせていただいています。消防業務とかいろいろありますし，今年は全町にブロードバンド整備をします。ホームページ関係もリニューアルさせていただいて，外国に対応したものになっているので，かなり役立っていると感じています。

（委員）

直島町の移動図書館が役立っていると聞いてほっとしました。住んでいたら当たり前になっているので，高松市が情報収集を行って，何か課題はないかと，取り組んでいくことが大切であると思います。
（会長）

合併ではなくて，周辺のゆるやかな連携で，高松市を中心としながらいろいろな町との関わりで，両方がゴーサインを出してやっています。４１事業全部ではなく，もう少し重点的にしていったらいいかと思います。次の委員お願いします。
（委員）

分権というのは仕組みを頼るのではなく，自分で仕組みを作っていくことが重要であります。定住自立圏も仕組みをしっかり考えていかなければならないし，独自のやり方を見つけ出すことが重要であります。それで，人の住む環境を考えた施策が重要になってきます。周辺町は人口の多い高松市に頼るだけでなく，また高松市は，実際に周辺町がどういうことをしたいのかヒアリングするなど，情報交換することが重要であります。定住自立圏は住民の人たちの生活レベルまで広げた項目が，プラスされていくことが望ましいと思います。
（会長）

次の委員お願いします。
（委員）

ビジョンを作る目的は，一つはいろんな事業を連携することによって機能強化していく，結果として行政の効率が図れるということです。もう一つは機能強化することによって地域を活性化していく，大きく２つ目的があったわけですけど，行政の効率化というのはある程度今のビジョンでかなり網羅できていると思います。地域の活性化になってきますと，その地域に住んでいる人が住みやすい地域を作るという意味では，１市５町が全部同じ地域ではないと思うので，目指すところが違うと思います。そのあたりの目指すべきビジョンの方向性をもう少し踏まえた上で具体化していくためには，こういう連携ができる，という観点が必要だと思います。目指す方向を決めた上で，新たな事業連携ができるかどうか，そのあたりを踏み込んでいけたらと思っています。
（会長）

次の委員お願いします。
（委員）

地域の方々と高松市の周辺５町の方々の御意見，御要望などを更にお聞きして，瀬戸・高松広域定住自立圏というのをすばらしいものにして中身のあるものにしていきたいと思います。

（会長）

次の委員お願いします。
（委員）

国が福祉を全部面倒見るのは無理であると，歴史が証明しています。気をつけなければいけないのは，全部実施するのではなく，そこから不必要なものを削っていくことが必要で，いわゆる事業仕分けであります。今までこれができていないわけです。バランスをこれから考えなくてはいけないと思います。
もう一点は，事業には既得権があり，これをやめさせることは行政ではできないのです。その仕組みをどう組み入れていくか，私たちはそこまで考えてビジョン作りをやらなくてはいけないと思います。
（会長）

これについて，元総務省出身の三好先生にお答えいただきたいと思います。
（講師）

広域定住自立圏というのはまさに市町村合併ではない，これが大きなキーワードであります。それぞれの市町村がそれぞれにビジョンを持ち，それぞれに事業をやりながら，なおかつ広域として繋がる，繋がる理由は正に定住自立のためであります。
事業は大きく２つに分けられ，１つは，定住自立，なぜまとまらなければいけないのか，非常事態に備えてどうすべきか，これは正に行政の仕事そのものであります。定住自立圏はそういう時のための補完環境を作っておくことです。
もう一つは，住民が力をあわせてみんなで一緒にやりましょうという場を作ることです。そこは正に住民がどうやりたいか，住民自身が必要性を感じてどうしていくのかということになります。行政はできるだけ補完の側に回っていくことが必要です。
（会長）

他に御意見がありましたらお願いします。

（委員）

最後に，各年度ごとに事業があり，３６事業から４１事業に増えましたが，事業費なしのものがあります。事業費なしでどんな取組ができるのか，せっかくとりあげた事業なので，できる事業できない事業を明確にした方がいいのではないかと思います。
（会長）

効率化を考えていく必要があると思いますので，事業を点検していかなければいけないと思います。また地域で暮らしている生の声を聞きながら，定住自立圏構想を実現していきたいと思います。
では，事務局のほから協議事項（２）その他を説明願います
　　協議事項（２）について，事務局から説明
（会長）

御出席いただいた方で意見がありましたら事務局の方までお願いします。以上で終わります。長時間ご清聴ありがとうございました。ありがとうございました。




